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古
者
按
地
畝
而
征
賦
役
。
編
図
以
総
理
之
。
編
甲
以
条
分
之
。
其
業
田
之

民
。
比
戸
而
居
者
。
謂
之
荘
。
三
聖
戸
以
東
征
。
謂
之
順
荘
。
大
江
以
北
。

皆
順
荘
供
賦
。
即
按
荘
田
之
版
図
供
役
。
然
不
行
於
江
尊
者
。
南
北
地
理
不

同
。
水
陸
之
勢
異
也
。
北
方
陸
地
。
舟
町
不
通
。
糧
米
転
運
。
多
用
牛
車
。

牛
・
箪
致
遠
則
費
繁
。
費
繁
則
農
田
之
利
薄
。
故
東
荘
之
民
。
不
払
西
荘
田
者
。

勢
不
能
也
。
其
膚
兼
業
酉
荘
田
者
。
必
置
丁
射
干
西
荘
。
経
其
田
中
繊
入
。

即
兼
供
西
荘
之
賦
役
。
此
版
図
与
順
荘
。
所
以
適
行
北
省
也
。
若
乃
江
南
沢

国
。
舟
栂
可
通
行
。
二
二
此
図
者
。
多
兼
業
彼
図
田
。
猛
城
郭
者
多
兼
業
各

図
田
。
即
田
不
過
数
十
畝
。
亦
多
分
散
四
郷
各
図
者
。
田
膚
分
図
。
役
出
一

戸
。
以
一
戸
兼
衆
役
。
則
力
役
難
均
。
此
均
田
均
役
。
所
以
奉
旨
通
行
也
。

じ
れ
は
江
北
と
は
地
理
的
条
件
を
異
に
す
る
江
南
に
お
い
て
、

田
均
役
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
説
く
秀
の
ぞ
あ
る
。

討
を
要
す
る
ぞ
あ
ろ
う
が
、
右
の
文
に
よ
つ
で
、

役
は
主
と
し
て
江
南
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、

き
な
誤
ま
り
は
な
い
ぞ
あ
ろ
う
。

　
（
附
詑
、

　
　
一
部
で
あ
る
。
）

　
　
　
　
　
、
身

こ
の
説
は
な
お
検

お
そ
ら
く
均
田
均

と
推
定
し
て
も
大

本
稿
は
昭
和
二
十
九
年
度
科
鎌
・
研
究
助
成
鱒
ハ
に
よ
る
研
究
成
果
の

1
昭
和
三
＋
年
八
月
二
十
ロ
ー

江南における里甲の編成について（小畑）

史
学
研
究
会
例
会

日
時
　
四
月
廿
八
日
（
土
）
午
後
一
時

揚
所
　
京
都
大
学
楽
友
会
館

講
師
・
演
題
－

　
　
諸
蕃
志
の
「
眺
舎
耶
」
「
談
馬
顔
等
国
」
に
つ
い
て

　
　
採
ー
マ
元
首
政
治
…
の
性
酪
…
　
・
　
　
p

　
　
オ
ア
シ
ス
を
め
ぐ
る
考
古
学
上
の
諸
問
題

膚浅木
崎香村

敬正宏

35 （IZ3＞



最近における敦燈石窟の研究（長廣）

四
四
、
幽
唐
六
六
↓
、
　
五
代
一
二
六
、
一
果
二
二
五
、
西
菅
夏
五
、
　
酷
ル
八
、
滑

六
三
一
で
、
総
数
二
二
七
八
と
な
る
。
た
だ
し
、
も
と
の
ま
ま
を
完

全
に
保
存
す
る
竜
の
は
魏
一
コ
ニ
六
、
階
二
四
㎜
一
、
唐
二
三
五
、
五
代

一
一
、
宋
五
四
、
西
夏
五
、
清
六
三
一
、
総
計
一
四
一
四
で
あ
る
。

　
以
上
、
走
り
書
の
程
度
で
紹
介
し
た
最
近
の
新
研
究
と
報
告
と
は
、

敦
焼
石
窟
に
対
す
る
申
国
学
者
の
関
心
が
き
わ
め
て
大
き
い
こ
と

を
察
知
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ま
だ
こ
の
大
遺
跡
の
歴

史
的
意
義
を
解
明
す
る
酸
ん
の
端
緒
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ

う
。
美
術
史
的
に
み
て
、
塑
像
や
壁
画
の
細
密
な
観
察
は
す
べ
て
今

後
の
こ
と
に
属
す
る
と
も
い
え
よ
う
。
二
十
世
紀
初
頭
の
敦
燈
調
査

は
一
方
ぞ
は
貴
重
資
料
の
煙
滅
を
防
い
だ
と
い
う
功
績
も
あ
っ
た
が
、

他
方
ぞ
は
多
分
に
霞
。
器
舞
Φ
器
簿
2
宝
探
し
と
い
う
非
難
か
ら
免
れ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
い
ま
や
、
申
子
［
学
者
が
自
国
の
文
化
財
を
保

護
し
よ
う
と
す
る
強
い
決
意
と
熱
心
と
を
以
て
、
困
難
な
調
査
に
着

々
成
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
て
、
こ
の
稿
を
終
り

た
い
。

執
華
者
紹
介

小
畑
龍
雄

當
　
岡
　
次
　
弓

長
廣
敏
雄

直
木
孝
次
郎

室
　
賀
信
　
都

田
　
中
　
　
　
裕

北
村
敬
直

山
口
大
学
助
教
授

京
都
大
学
大
学
院
特
別
奨
学
生

京
都
大
学
教
授

大
阪
市
立
大
学
割
教
授

前
町
都
大
学
助
教
授

京
都
大
学
講
師

大
阪
市
立
大
学
助
教
授
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と
つ
い
て
隠
隠
な
実
例
を
引
爾
…
し
て
お
り
、
こ
の
点

は
大
い
に
参
考
に
な
る
。
ま
た
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
の

政
治
、
経
済
h
社
会
各
分
野
に
お
け
る
活
動
に
し
て

も
、
そ
の
結
論
は
、
日
本
で
の
研
究
と
大
体
一
致
し

て
お
り
、
出
際
に
冒
新
し
い
も
の
は
な
い
。
本
書
の

本
領
は
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
の
統
計
的
研
究
に
あ
る
の

で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
烈
烈
の
目
約
な
の
で
あ
る
。
こ

う
い
う
数
量
的
研
究
は
、
著
者
も
い
う
よ
う
に
、
社

会
科
学
の
基
礎
的
方
法
の
一
で
あ
り
、
著
者
は
こ
の

方
法
を
、
歴
史
的
研
究
に
あ
て
は
め
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー

研
究
の
第
一
着
手
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
今

後
さ
ら
に
ち
が
っ
た
方
法
、
ち
が
っ
た
角
度
か
ら
対

象
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
層
完
全

な
研
究
に
近
づ
い
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ

れ
、
本
書
は
、
そ
の
論
旨
も
手
が
た
く
慎
重
で
あ

り
、
詳
し
い
附
註
と
共
に
、
一
度
よ
ん
で
お
く
べ
き

書
物
で
あ
る
こ
と
に
、
ま
ち
が
い
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
北
村
敬
直
－

「
梅
原
蒐
集
朝
鮮
考
古
学
資
料
」
の
公
開
に
つ
い
て

へ　
　
京
都
大
掌
文
学
部
考
古
学
教
蜜
の
㎝
梅
原
末
治
数
授
は
、
大
正
七
年
九
月
以
降
昭
和
骨
年
ま
で
、
朝

　
鮮
総
督
府
古
［
蹟
調
査
事
業
に
関
与
し
、
そ
の
闇
、
多
く
の
争
議
を
挙
げ
た
事
は
、
朝
鮮
総
督
府
刊
行

　
の
古
蹟
調
査
報
告
、
同
特
刷
報
告
、
朝
鮮
古
蹟
研
究
会
の
調
査
報
告
そ
の
他
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
通

　
り
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
古
陵
調
査
の
傍
ら
朝
鮮
総
督
府
縛
物
館
、
李
王
家
羨
術
館
、
平
壌
府
博
物
館

へ　
等
の
公
の
収
蔵
晶
を
は
じ
め
、
民
間
蒐
集
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
梅
原
教
授
が
作
ら
れ
た
記

　
録
は
、
墨
型
大
な
も
の
で
あ
っ
て
、
実
測
図
、
拓
本
、
写
真
焼
付
の
類
が
悠
に
一
万
点
を
越
え
、
中

　
に
は
他
の
調
査
員
に
よ
る
癸
掘
で
、
未
刊
の
写
真
や
記
録
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　
敗
戦
以
来
の
国
際
事
情
は
周
知
の
如
く
で
あ
っ
て
、
朝
鮮
考
古
学
の
研
究
に
当
る
日
本
入
掌
者
が

　
ナ
マ
　
生
の
資
料
に
接
す
る
機
会
は
当
　
分
来
な
い
と
愚
わ
れ
る
。
而
も
朝
鮮
側
に
お
い
て
さ
え
、
朝
鮮
動
乱

　
の
戦
禍
甚
し
く
、
考
古
学
的
資
料
の
安
否
が
気
遣
わ
れ
る
有
様
で
あ
る
。
か
よ
う
に
考
え
る
と
右
の

　
梅
原
教
授
作
製
の
資
料
が
い
か
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
か
が
わ
か
る
。
従
っ
て
同
教
授
が
こ
の
資
料

　
を
一
般
研
究
者
に
公
開
す
る
事
は
学
界
が
挙
げ
て
歓
迎
す
る
所
と
な
ろ
う
。

　
　
梅
原
教
擾
は
昭
和
二
十
八
年
秋
以
来
同
勢
榎
津
を
督
励
し
て
整
理
を
行
い
、
こ
の
程
そ
の
う
ち
の

　
六
千
主
点
に
つ
い
て
カ
ー
ド
三
通
宛
の
作
製
と
未
刊
資
料
の
複
写
を
終
っ
た
の
を
機
会
と
し
て
、
こ

　
れ
を
一
般
に
公
開
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
同
資
料
は
考
古
学
教
窒
に
備
え
ら
れ
て
あ
り
、
写
真
焼
付
、
実
測
図
、
拓
本
及
び
記
録
の
各
葉
ご
　
、

　
と
に
番
号
が
附
さ
れ
、
カ
ー
ド
に
よ
っ
て
検
索
す
る
よ
う
に
整
理
さ
れ
允
。

　
　
本
資
料
は
そ
の
性
質
上
ひ
ろ
く
内
外
の
研
究
者
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
る
事
が
望
ま
し
い
の
で
、
そ

　
れ
に
つ
い
て
次
の
様
な
条
件
を
設
け
た
。
　
　
・

　
e
　
本
資
料
中
の
写
真
、
実
測
図
を
利
用
し
て
発
表
す
る
場
合
は
必
ず
「
梅
原
蒐
集
朝
鮮
考
古
資

　
　
　
料
」
と
明
記
し
、
資
料
番
号
を
附
す
る
事
。

　
⇔
　
そ
の
写
真
に
就
い
て
は
原
板
が
京
都
大
学
交
学
部
考
古
学
研
究
室
に
保
存
し
て
あ
る
の
で
、
そ

　
　
　
れ
か
ら
直
接
の
印
画
を
希
望
す
る
研
究
者
は
写
真
番
号
に
よ
っ
て
笑
費
（
送
料
を
含
む
）
を
添

　
　
　
え
て
同
研
究
室
に
直
接
申
込
む
事
。
　
，

　
⇔
　
本
資
料
を
利
用
し
た
著
作
を
発
表
さ
れ
た
場
合
、
編
著
者
は
必
ず
そ
の
著
作
を
右
考
古
学
研
究

　
　
　
壼
に
寄
贈
さ
れ
た
き
事
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
有
光
教
一
）

≧
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、

　
　
　
史
学
研
究
会
々
則
（
昭
和
二
九
．
　
一
．
一
改
正
）

第
　
一
条
　
本
会
は
史
学
研
究
会
と
称
す
る
。

第
二
条
　
本
会
の
事
務
所
を
京
都
大
学
丈
学
部
陳
列
館
吋
に
置
く
。

第
三
条
　
本
会
は
京
都
大
学
文
学
部
史
学
科
を
中
心
と
し
て
同
好
の
士
相
集

　
　
　
　
　
り
史
学
に
関
す
る
研
究
を
な
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
会
含

第
四
条
本
会
の
事
業
は
概
ね
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
二
　
研
究
調
査
及
び
見
学
　
三
　
会
誌
（
史
林
）
等
の
発
行

第
五
条
本
会
に
理
事
長
壱
名
、
理
事
五
二
、
監
事
匿
名
、
評
議
員
弐
拾
五

　
　
　
　
　
名
、
及
び
委
員
若
干
名
を
置
く
。

第
六
条
　
理
事
長
、
理
事
及
び
監
事
は
評
議
員
の
選
禺
に
よ
る
。
理
事
長
は

　
　
　
　
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
統
轄
し
、
会
員
総
会
、
理
事
会
及
び
評

　
　
　
　
議
員
会
を
召
集
す
る
。
理
事
は
理
事
会
を
構
成
し
会
務
を
処
理
す

　
　
　
　
　
る
。
監
事
は
会
計
経
理
を
監
査
す
る
。

第
七
条
　
評
議
員
は
会
員
総
会
に
お
い
て
こ
れ
を
選
幽
し
、
会
務
の
諮
問
に

　
　
　
　
　
応
ず
る
。

第
八
条
　
委
員
は
理
事
長
こ
れ
を
嘱
託
し
、
編
輯
、
庶
務
、
会
計
の
実
務
を

　
　
　
　
　
分
掌
す
る
。
　
“

第
九
条
役
員
の
任
期
は
二
年
と
す
る
。
但
し
再
任
す
る
事
が
出
来
る
。

第
十
条
　
本
会
の
目
的
を
賛
し
新
に
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
入
会
申

　
　
　
　
　
込
を
な
し
理
事
会
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
要
す
る
。

第
十
一
条
　
会
員
は
所
定
の
会
費
を
納
入
し
て
、
本
会
の
会
合
に
餌
席
し
研
究
、

　
　
　
　
　
調
査
、
見
学
そ
の
他
の
事
業
に
参
加
し
、
会
誌
「
史
林
」
の
配
布

　
　
　
　
　
を
受
け
且
つ
こ
れ
に
投
稿
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
十
二
条
　
毎
月
一
回
例
会
を
開
く
。
会
場
等
は
そ
の
度
に
こ
れ
を
定
め
る
。

第
十
三
条
　
伽
年
款
期
に
於
て
総
会
を
開
き
研
究
、
調
査
、
見
学
を
行
い
及
び

　
　
　
　
　
会
務
の
報
告
を
す
る
。

第
十
四
条
　
本
会
の
経
費
は
会
費
、
事
業
収
入
及
び
寄
附
金
を
以
て
支
弁
す
る
。

　
　
　
　
　
会
費
は
誌
代
を
以
て
会
費
と
す
る
。

第
㎝
十
五
条
　
本
会
の
た
め
箏
曲
帆
顕
凸
者
な
者
は
評
一
譜
…
員
会
の
議
決
に
よ
η
名
誉
会

　
　
　
　
　
員
に
推
薦
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

附
　
則
本
会
則
の
変
更
は
、
会
員
総
会
の
決
議
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
但

　
　
　
　
　
し
会
務
執
行
に
必
要
な
細
則
及
び
物
価
変
動
に
基
く
会
曹
ハ
金
額
の

　
　
　
　
　
変
更
は
理
事
会
那
こ
れ
を
行
う
。

編
集
後
記

　
規
則
正
し
い
刊
行
を
身
上
と
し
て
き
た
点
か
ら
い
え
ば
、
僅
か
な
遅
滞
と
は
い

え
、
三
九
巻
二
号
を
三
月
一
日
に
お
届
け
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
や
や
心
苦
し
い

も
の
を
感
ず
る
。
し
か
し
こ
の
号
は
、
東
洋
史
・
西
洋
史
．
・
考
古
学
の
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
か
ら
、
実
証
的
な
御
論
孜
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
充
実
し
た
内
容
を
そ
な

え
る
こ
と
が
出
来
た
。
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。
た
だ
欲
を
い
え
ば
当
方
の
量
質

両
面
の
充
実
を
は
か
り
た
い
意
向
か
ら
い
っ
て
、
御
寄
稿
下
さ
る
場
合
に
は
、
な

る
べ
く
枚
数
の
制
限
を
お
守
り
願
い
た
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
書
評
欄
に
は
、
最

近
の
問
題
作
四
篇
を
と
り
あ
げ
て
、
御
専
門
の
諸
賢
に
大
い
に
論
じ
て
い
た
だ
い

た
。
こ
れ
も
価
値
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
（
末
尾
）

一
九
五
六
年
二
月
二
五
日
印
刷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
価
薗
円

一
九
五
六
年
一
二
月
　
一
　
日
発
行

　
史
林
（
第
三
九
巻
第
二
号
）

　
　
　
京
都
市
霜
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
丈
学
部
内

発
行
所
輿
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
原
　
三
園

　
　
　
　
　
　
編
輯
主
任
　
　
赤
松
俊
秀

　
　
　
京
都
市
下
京
区
七
条
御
所
ノ
内
窟
町
三
九

印
刷
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
社
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